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（裏面も必ずお読みください）

〈双極性障害〉
を服用される患者さんとご家族の方へ

★治療を続けることが肝心
双極性障害は再発することが多い病気です。症状が良くなっても、
再発予防のために治療を続けることが大切です。

★正しい治療で再発を予防
双極性障害は、きちんと治療すれば改善できる病気ですが、症状
がおさまったからといってお薬を止めてしまったり、飲む量を減ら
してしまうと再発するおそれがあります。
飲み忘れにも注意しましょう。

★生活のリズムを整える
規則正しい生活をすることが大切です。忙しい時でも睡眠時間
は確保しましょう。

★再発のサインを知っておく
過去に再発した時を振り返って、躁状態またはうつ状態を引き
起こしやすいストレスと症状を記録しておき、ご家族と一緒に
話し合っておきましょう。

●気分が高まって、活動的になる
●興奮しやすく怒りっぽくなる
●少ししか眠らなくても平気
●自分が偉くなったように感じる
●いつもよりおしゃべりになる
●次々にいろいろな考えがうかぶ

●気分が落ち込む
●ほとんどのことに興味がなくなる
●1日中寝ている
●思考力や集中力がなくなる
●疲れやすい
●死にたくなる
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躁状態
躁状態でもうつ状態でもない時がある

うつ状態

双極性障害は、「躁状態」と呼ばれる気分が高ぶったときと、「うつ状態」と呼ばれる気分が
低下したときが、交代して起こる病気です。
躁状態やうつ状態が治まったときには何の症状もなく、躁状態でもうつ状態でもないので、
病気でない人とどこも変わりがないのも、この病気の特徴です。

双極性障害とは？

双極性障害の治療を行う上で大切なこと
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何回もトイレに行くのどが渇く急に体重が変わる

このお薬は、脳内の神経伝達物質の受容体に作用して、強い不安感や
イライラする症状を改善し、気分を安定させるはたらきがあります。

決して2回分を一度に飲まないでください。
気がついた時に、1回分を飲んでください。ただし、次に飲む時間が
近い場合は1回とばして次の時間に1回分を飲んでください。

飲み忘れた
場合

次のような方は、服用前に必ず医師または薬剤師にお伝えください。
●過去に薬を服用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状がでたことのある方
●昏睡状態にある方
●糖尿病またはその既往歴がある方
●妊婦、妊娠している可能性がある、または授乳中である方
●他のお薬を服用している方
（お互いの薬の作用を強めたり、弱めたりする可能性もありますので、一般用医薬品も
含めて他に使用している場合や新たに使用する場合は注意してください。）

オランザピン錠/OD錠/細粒「DSEP」を服用される前に

このお薬は徐々に飲む量を増やしながら、患者さんの症状により医師が必要な量を調整
していきます。症状を改善させるには、医師により決められた量のお薬を続けて服用する
ことが大切です。

服用方法について

お薬を服用中に、血糖値の上昇や
体重の増加がみられることがあり
ます。服用中は、血糖値や体重の変化
に十分気をつけてください。
血糖値が上昇すると右のような症状
があらわれる場合があります。この
ような症状がみられたら、必ずすぐ
に医師に連絡し、早めに診察を受け
るようにしてください。

服用中に注意していただきたいこと

この他にも、体調に変化があった場合や気になることがありましたら、医師や薬剤師に
ご相談ください。
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